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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】挿入長が長い被検体に対しても直進性を損なう
ことなく、内視鏡の先端部を好適な状態で対象部位まで
ガイドすることができる内視鏡ガイド装置を提供する。
【解決手段】内視鏡１０の挿入部１５を挿通可能な可撓
性の管状体２０の先端部を、帯状の平板２１の先端側に
位置決めして支持し、送出部材によって管状体２０を平
板２１の面上に添わせながら直管（被検体）の内部一体
的に送り出す。これにより、挿入長が長い直管に対して
も直進性を損なうことなく、内視鏡１０の先端部１５ａ
を好適な状態で対象部位までガイドすることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部を挿通可能な可撓性の管状体と、
　先端側に前記管状体の先端部を位置決めして支持する扁平な弾性を有する帯状の平板と
、
を具備したことを特徴とする内視鏡ガイド装置。
【請求項２】
　前記管状体は、密着コイルバネを有して構成されていることを特徴とする請求項１記載
の内視鏡ガイド装置。
【請求項３】
前記管状体は、樹脂製のチューブを有して構成されていることを特徴とする請求項１記載
の内視鏡ガイド装置。
【請求項４】
　前記管状体は、密着コイルバネの内側に樹脂製のチューブが挿通された二重構造をなし
、
　前記密着コイルバネ又は前記樹脂製のチューブの先端部が、前記平板の先端側に固設さ
れて構成されていることを特徴とする請求項１記載の内視鏡ガイド装置。
【請求項５】
　前記チューブの先端部は、
　前記平板に対して起上する方向に曲げ形成された状態で、前記平板に対して回転不能に
支持されていることを特徴とする請求項３又は４記載の内視鏡ガイド装置。
【請求項６】
　前記平板の先端部を牽引によって起上させる牽引機構を有することを特徴とする請求項
１乃至請求項５の何れか１項に記載の内視鏡ガイド装置。
【請求項７】
　前記管状体を前記平板の面上に添わせながら被検体の内部に一体的に送り出す送出部材
を有すること特徴とする請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載の内視鏡ガイド装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、比較的長い挿入距離を必要とする被検体に対して特に有効な内視鏡ガイド装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、工業用の内視鏡装置は、例えば、工業プラントや、ジェットエンジン等の内
部に挿入されることによって、これらに故障または不具合等があるか否かの検査を行う場
合等に用いられる。
【０００３】
　この種の内視鏡装置では、内視鏡の先端部を被検体の内部空間の対象部位まで好適にガ
イドすることが重要となる。このため、内視鏡ガイド装置については種々の提案がなされ
ており、例えば、特許文献１には、可撓性を有し、内視鏡の挿入部が挿通される本体チュ
ーブの先端に中心軸線に対して所定角度をなす湾曲部を形成するとともに、本体チューブ
の外周面上の先端側から所定長さの領域に被検体の外面に接触可能な平面部を設けた技術
が開示されている。
【０００４】
　このような技術によれば、平面部を被検体内壁面に当接させて内壁面に対して摺動移動
されるように本体チューブを直線移動させることで、本体チューブの可撓性によって自身
が湾曲されて被検体の内部で座屈することを抑制することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１２５１１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の特許文献１に開示された技術は、比較的短い距離の対象部位まで
内視鏡の先端部をガイドする場合には有効であるものの、例えば、工場の配管を検査する
場合のように挿入長が数［ｍ］以上に及ぶ場合には、十分な直進性等を確保することが困
難となる虞がある。すなわち、上述のようなガイドチューブにおいて、本体チューブが可
撓性を有する樹脂等で構成されている場合、当該本体チューブには少なからず曲がり癖が
存在する。従って、挿入長が長大化する程、本体チューブには曲がり癖等を起点とする撓
み等が発生し、この撓み等の影響によってガイドチューブの直進性が損なわれる虞がある
。また、挿入長が長大化すると、本体チューブの撓み等の影響により、ガイドチューブの
先端側が軸線周りに捩れる場合があり、このような捩れは、内部を挿通する内視鏡の先端
部の観察方向等にも影響を及ぼす虞がある。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、挿入長が長い被検体に対しても直進性を損
なうことなく、内視鏡の先端部を好適な状態で対象部位までガイドすることができる内視
鏡ガイド装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、内視鏡の挿入部を挿通可能な可撓性の管状体と、先端側に前記管状体の先端
部を位置決めして支持する扁平な弾性を有する帯状の平板と、前記管状体を前記平板の面
上に添わせながら被検体の内部に一体的に送り出す送出部材と、を具備したことを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の内視鏡ガイド装置によれば、挿入長が長い被検体に対しても直進性を損なうこ
となく、内視鏡の先端部を好適な状態で対象部位までガイドすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わり、内視鏡ガイド装置の概略構成を示す分解斜視
図
【図２】同上、内視鏡システムの概略構成を示す斜視図
【図３】同上、ガイド装置を用いて内視鏡の挿入部を配管内に挿入する際の動作説明図
【図４】同上、（ａ）は口金に設けた蓋体の閉成状態を示す斜視図であって（ｂ）は蓋体
の開成状態を示す斜視図
【図５】同上、板材の第１変形例を示す斜視図
【図６】同上、板材の第２変形例を示す斜視図
【図７】本発明の第２の実施形態に係わり、管状体及び平板を示す分解斜視図
【図８】同上、内視鏡ガイド装置の要部を示す斜視図
【図９】同上、ガイド装置を用いて内視鏡の挿入部を配管内に挿入する際の動作説明図
【図１０】同上、内視鏡ガイド装置の第１変形例を示す斜視図
【図１１】同上、内視鏡ガイド装置の第２変形例を示す斜視図
【図１２】同上、内視鏡ガイド装置の第３変形例を示す斜視図
【図１３】同上、内視鏡ガイド装置の第４変形例を示す斜視図
【図１４】同上、内視鏡ガイド装置の第５変形例を示す斜視図
【図１５】同上、内視鏡ガイド装置の第６変形例を示す斜視図
【図１６】同上、内視鏡ガイド装置の第７変形例を示す斜視図
【図１７】同上、内視鏡ガイド装置の第８変形例を示す斜視図
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【図１８】同上、内視鏡ガイド装置の第９変形例を示す斜視図
【図１９】同上、内視鏡ガイド装置の第１０変形例を示す斜視図
【図２０】同上、第１０変形例のガイド装置を用いて内視鏡の挿入部を配管内に挿入する
際の動作説明図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。図面は本発明の第１の実施形態に係わ
り、図１は内視鏡ガイド装置の概略構成を示す分解斜視図、図２は内視鏡システムの概略
構成を示す斜視図、図３はガイド装置を用いて内視鏡の挿入部を配管内に挿入する際の動
作説明図、図４（ａ）は口金に設けた蓋体の閉成状態を示す斜視図であって（ｂ）は蓋体
の開成状態を示す斜視図、図５は板材の第１変形例を示す斜視図、図６は板材の第２変形
例を示す斜視図である。
【００１２】
　図２において、符号１は内視鏡システムを示し、この内視鏡システム１は、例えば、内
視鏡装置２と、この内視鏡装置２の挿入部を被検体の内部の対象部位までガイドするガイ
ド装置３とを有する。
【００１３】
　本実施形態において内視鏡装置２は、例えば、工業用の内視鏡１０と、この内視鏡１０
に接続される本体装置１１と、を有して構成されている。また、内視鏡１０は、長尺な挿
入部１５と、挿入部１５の基端に設けられた操作部１６と、を有する。
【００１４】
　挿入部１５は、所定の可撓性を備えたチューブ体を主体として構成され、この先端側に
は、図示しない湾曲部を介して先端部１５ａが設けられている。また、本実施形態におい
て、先端部１５ａの端面には観察窓１５ｂ及び照明窓１５ｃが設けられ、これら観察窓１
５ｂ及び照明窓１５ｃは、先端部１５ａに内蔵された図示しないＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の撮
像手段や各種光学部材と共に観察ユニットを構成する。
【００１５】
　なお、観察ユニットは、上述の構成に限らず、例えば、イメージガイドファイバーやラ
イトガイドファイバーを用いて構成してもよい。また、図２に示す内視鏡１０は、観察窓
１５ｂ及び照明窓１５ｃが挿入方向に沿った方向を臨む、所謂、直視型について示したも
のであるが、その他、観察窓等が挿入方向に略直交する方向を臨む、所謂、側視型内視鏡
、或いは、観察窓等が挿入方向に傾斜する方向を臨む、所謂、斜視型内視鏡であってもよ
い。
【００１６】
　操作部１６は、例えば、後方に延出する把持用のハンドル部１６ａを有する。このハン
ドル部１６ａの上面には、湾曲部の湾曲方向を指示するための湾曲操作レバー１６ｂと、
各種内視鏡機能を操作するための各種スイッチ１６ｃと、が配設されている。また、操作
部１６は、制御ケーブルであるユニバーサルコード１７を介して本体装置１１と電気的に
接続されている。
【００１７】
　本体装置１１は、ユニバーサルコード１７が接続される制御ボックス１８と、この制御
ボックス１８の上面を開閉自在な蓋体を兼ねるモニタ１９と、を有して構成されている。
【００１８】
　制御ボックス１８の内部には、内視鏡装置２の各種制御を行う制御回路等が内蔵されて
いる。また、制御ボックス１８の上面には、電源スイッチ、キーボード等の各種入力部１
８ａが配設されている。なお、ライトガイドファイバー等を通じて先端部１５ａに照明光
を供給する光源を制御ボックス１８に内蔵することも可能である。
【００１９】
　モニタ１９は、液晶ディスプレイ等からなる表示画面１９ａを有している。この表示画
面１９ａは、複数の画像を同時に表示できる、所謂、マルチ表示画面としてもよい。
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【００２０】
　図１，２に示すように、ガイド装置３は、内視鏡１０の挿入部１５を挿通可能な可撓性
の管状体（ガイドチューブ）２０と、この管状体２０の先端部を先端側に位置決めして支
持する扁平な帯状の弾性を有する平板２１と、管状体２０を平板２１の面上に添わせなが
ら被検体の内部に一体的に送り出す送出部材２２と、を有して構成されている。
【００２１】
　本実施形態において、管状体２０は、コイルの一例である密着コイルバネ２５と、この
密着コイルバネ２５の内側に挿入された樹脂製のチューブ２６と、を有して構成されてい
る。
【００２２】
　密着コイルバネ２５は、例えば、長尺な円筒状の金属製コイルで構成されている。この
密着コイルバネ２５は、曲がり癖等が付きにくく、且つ、所定の伸縮性及び剛性等を付与
することにより、軸方向に力を加えた際の直進性に優れるという特性を有する。ここで、
密着コイルバネ２５の硬度は、基本的には、硬度の高い素線で形成するほど高く、且つ、
線径を太径にするほど高く設定することが可能である。さらに、素線の材質及び線径が同
じ場合、密着コイルバネ２５の硬度は、条数が増加するほど高くなる。そこで、これらの
要件に基づく硬度設定等によって伸縮性及び剛性等を最適化することにより、本実施形態
の密着コイルバネ２５は、所定の可撓性を有しつつ、好適な直進性を実現するよう設計さ
れている。
【００２３】
　また、密着コイルバネ２５の先端にはコイル先端口金２５ａが固設され、このコイル先
端口金２５ａの先端部には、例えば、ローレットナット等で構成された雌ネジ部２５ｂが
一体的に設けられている。
【００２４】
　チューブ２６は、可撓性を有すると共に弾性を有する長尺な円筒状の樹脂部材で構成さ
れている。このチューブ２６は、内視鏡１０の挿入部１５を進退移動可能に挿通すること
が可能な内径を有する。
【００２５】
　また、チューブ２６の外径は、密着コイルバネ２５の内径と略同等か、或いは、密着コ
イルバネ２５の内径よりも若干小径に設定されている。そして、このような外径が設定さ
れることにより、チューブ２６の外周は、密着コイルバネ２５の内周に所定の摩擦力で摺
接されている。なお、密着コイルバネ２５の内径をチューブ２６の外径よりも細くして、
密着コイルバネ２５を捩って内径を広げた上で、チューブ２６を挿通しても良い。
【００２６】
　また、チューブ２６の基部側の外周には、ストッパ２６ａが固設されている。このスト
ッパ２６ａは、チューブ２６を密着コイルバネ２５内に挿入した際に当該密着コイルバネ
２５の基端面に当接され、これにより、チューブ２６の先端位置が、コイル先端口金２５
ａに対応する位置に位置決めされる。
【００２７】
　ここで、チューブ２６の硬度は、密着コイルバネ２５の硬度よりも低く設定されている
。これにより、チューブ２６の曲がり癖等は、密着コイルバネ２５内への挿入時に是正さ
れ、管状体２０全体とし良好な直進性を実現することが可能となっている。
【００２８】
　平板２１は、主として厚さ方向への弾性変形による湾曲が可能な長尺な板部材で構成さ
れている。この平板２１としては、例えば、アクリル樹脂等からなる板部材を採用するこ
とも可能であるが、被検体内を進退移動させる際の摩擦抵抗を低減すること等の観点から
、摩擦係数が低いステンレス等を基材とする金属製のバネ板部材を採用することが望まし
い。
【００２９】
　また、平板２１の先端部の面上には、口金２１ａが固定されている。なお、口金２１ａ
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は、例えば、平板２１がアクリル樹脂等である場合には接着剤等によって固定することが
可能であり、平板２１がステンレス等である場合には半田付け等によって固定することが
可能である。この口金２１ａの基部側には、雄ネジ部２１ｂが突設されている。そして、
雄ネジ部２１ｂに対してコイル先端口金２５ａの雌ネジ部２５ｂが螺合することにより、
平板２１の先端側には、管状体２０（密着コイルバネ２５）の先端部が回転不能に支持さ
れている。
【００３０】
　また、口金２１ａには、雄ネジ部２１ｂと同軸の貫通孔２１ｃが設けられ、この貫通孔
２１ｃを介して、管状体２０内を挿通した内視鏡１０の先端部１５ａを外部に突出させる
ことが可能となっている。
【００３１】
　ここで、平板２１に設定される幅は、被検体内部の空間によって適宜設定され得るもの
である。但し、平板２１の面上に管状体２０を載置して被検体内を進退移動させる際に、
特に、口金２１ａを介して管状体２０が固定された先端側に大きなモーメントが発生して
平板２１が転倒することを防止するため（すなわち、平板２１が管状体２０の中心軸線周
りに捩れることを防止するため）、平板２１の幅は、少なくとも管状体２０の直径以上で
あることが望ましく、管状体２０の直径の２倍以上であることが特に望ましい。
【００３２】
　送出部材２２は、例えば、発泡ウレタン等の弾性部材で構成されている。例えば、図１
に示すように、この送出部材２２には、管状体２０及び平板２１の端面形状を略模した形
状の貫通孔２２ａが設けられている。また、送出部材２２には、貫通孔２２ａに連通する
スリット２２ｂが設けられており、例えば、このスリット２２ｂを拡開しながら送出部材
２２を弾性変形させることにより、貫通孔２２ａ内に管状体２０及び平板２１を一体的に
挿通することが可能となっている（図２参照）。そして、このように貫通孔２２ａ内に挿
通された管状体２０及び平板２１をユーザ等が押し出すことにより、送出部材２２は、管
状体２０を平板２１の面上に添わせながら被検体の内部に一体的に送り出すことが可能と
なっている。
【００３３】
　このように構成されたガイド装置３は、例えば、図３に示すように、工場内等に配設さ
れた被検体の一例である直管３０に対し、側部に開口されたメンテナンス用の開口部３０
ａ等から、直管３０内の対象部位まで内視鏡１０の先端部１５ａをガイドする場合等に特
に有効である。
【００３４】
　この場合、ユーザ等は送出部材２２を介して管状体２０及び平板２１を一体的に把持し
、平板２１が管状体２０よりも下側に位置するよう開口部３０ａに対して所定の角度を付
与した状態で、これらを開口部３０ａに臨ませる。なお、このとき、内視鏡１０の先端部
１５ａは、口金２１ａの貫通孔２１ｃから突出されることなく、管状体２０の内部に退避
された状態にある。
【００３５】
　そして、ユーザ等が管状体２０及び平板２１を送出部材２２から一体的に押し出すこと
により、管状体２０は平板２１に添わされながら、直管３０の内部に送り出される。この
送り出しにより平板２１の先端部が直管３０内の底面に当接されると、平板２１及び管状
体２０の中途が湾曲され、平板２１の弾性力により底面に押し当てられるので、安定して
転倒せずに送り込まれる。このとき管状体２０の湾曲方向外側には平板２１が一体的に当
接されるため、管状体２０は必要以上に大きく湾曲（或いは、座屈等）されることなく、
ユーザ等の送り出しによる推力を先端側に好適に伝達することができる。
【００３６】
　そして、さらに送り出しが進むと、湾曲部位よりも先端側の平板２１が直管３０の底面
に当接され、平板２１は直管３０の底面上を摺動しながら管状体２０と共に直進する。
【００３７】
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　このような実施形態によれば、内視鏡１０の挿入部１５を挿通可能な可撓性の管状体２
０の先端部を、帯状の平板２１の先端側に位置決めして支持し、送出部材によって管状体
２０を平板２１の面上に添わせながら直管（被検体）３０の内部一体的に送り出すことに
より、挿入長が長い直管３０に対しても直進性を損なうことなく、内視鏡１０の先端部１
５ａを好適な状態で対象部位までガイドすることができる。
【００３８】
　すなわち、管状体２０の先端部は直管３０の底面を摺動する扁平な帯状の平板２１の先
端部に固定されており、しかも、平板２１は平坦な状態に復元しようとする弾性力を有す
るため、ユーザ等が押し出す推力や直管３０内の障害物等によって管状体２０の中心軸周
りに捩れを発生させるモーメント等が発生したとしても、管状体２０の先端側の中心軸周
りの回転（捩れ）を抑制することができ、管状体２０の先端部の天地方向を好適に維持し
たまま、直管３０内の対象部位までガイドすることができる。
【００３９】
　この場合において、特に、管状体２０は、直管３０内に送り出された後においても自重
によって平板２１の面上に添わされるため、直管３０内の凹凸の影響等を受けにくく、中
途が不要に湾曲等されることを抑制することができる。加えて、管状体２０は、密着コイ
ルバネ２５を具備して構成されているため、管状体２０の更なる直進性の向上を実現する
ことができる。
【００４０】
　また、管状体２０は、平板２１上に載置された状態で直管３０内を移動するので、直管
３０内に塵埃や汚泥等が滞留している場合にも、これらが管状体２０の先端側から内部に
浸入することを抑制することができる。
【００４１】
　また、密着コイルバネ２５の内側に樹脂製のチューブ２６を挿通した二重構造によって
管状体２０を構成することにより、内視鏡１０の挿入部１５が挿通される管状体２０の中
途から内部に塵埃や汚泥等が浸入することを防止することができる。
【００４２】
　また、平板２１は、管状体２０とは別体に構成されるものであるため、製造が容易とな
り、ガイド装置３を安価に製造することができる。
【００４３】
　ここで、例えば、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、口金２１ａの先端面に、内視鏡１
０の先端部１５ａの進退移動に応じて開閉する透明な素材でできた蓋体２１ｄを設けれる
ことも可能である。このように構成すれば、管状体２０の内部の汚染をより効果的に防止
することができ、対象部位における内視鏡装置２による観察性能を向上することができる
。
【００４４】
　また、例えば、図５に示すように、平板２１の両側にサイドガイド３５を間欠的に立設
することも可能である。このように構成すれば、平板２１の面上からの管状体２０の脱落
を防止することができ、管状体２０の直進性をより好適に実現することができる。加えて
、左右のサイドガイド３５間に図示しないバンド等を架設すれば、より的確に管状体２０
の脱落を防止することが可能となる。
【００４５】
　なお、図５に示す例は、平板２１に対する管状体２０の先端部の固定を、管状体２０（
密着コイルバネ２５の先端部に固設した雌口金３６と、平板２１の先端部に固設した雄口
金３７との嵌合によって実現するものである。
【００４６】
　また、管状体２０の先端部の回転防止をより的確に実現するため、例えば、図６（ａ）
に示すように、平板２１の先端部に幅方向に拡開する一対の開閉板３８を設けることも可
能である。具体的に説明すると、これらの開閉板３８は、平板２１の先端部に対して、基
端側が平板２１の幅方向に揺動自在となるよう軸支されている。また、開閉板３８の先端
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部には平板２１の側面に沿って配設されたゴム等の弾性体３９の一端側が連結されている
。一方、弾性体３９の他端側は、例えば、口金２１ａよりも基部側に設けられた固定部４
０を介して平板２１に固定され、この弾性体３９の付勢力によって、開閉板３８は拡開方
向に付勢されている。これらの開閉板３８は、ユーザ等が弾性体３９の付勢力に抗して閉
方向の力を加えることによって平板２１の幅と同等の幅まで閉じることが可能となってお
り（図６（ｂ）参照）、この閉動作により、例えば、被検体の挿入口が狭い場合にも、平
板２１を被検体内に容易に挿入することが可能となっている。
【００４７】
　次に、図７乃至図１８は、本発明の第２の実施形態に係わり、図７は管状体及び平板を
示す分解斜視図、図８は内視鏡ガイド装置の要部を示す斜視図、図９はガイド装置を用い
て内視鏡の挿入部を配管内に挿入する際の動作説明図、図１０乃至図１９は内視鏡ガイド
装置の第１乃至第１０変形例を示す斜視図、図２０は第１０変形例のガイド装置を用いて
内視鏡の挿入部を配管内に挿入する際の動作説明図である。ここで、本実施形態は、内視
鏡１０の先端部１５ａを平板に対して起上させる機構を有する点が上述の第１の実施形態
に対して主として異なる。その他、上述の第１の実施形態と同様の構成については、同符
号を付して説明を省略する。なお、上記各図においては、送出部材を適宜省略して示して
いる。
【００４８】
　図７，８に示す内視鏡ガイド装置５０において、管状体２０を構成する密着コイルバネ
２５の先端部には口金５１が固設されている。口金５１の外周部にはフック５１ａが突設
されており、このフック５１ａの端部には係止爪５１ｂが形成されている。一方、平板２
１の先端側には、フック５１ａに対応する係止穴５２ａ及び係止爪穴５２ｂが開口されて
いる。そして、フック５１ａの係止爪５１ｂが係止穴５２ａを経て係止爪穴５２ｂに係止
されることにより、口金５１は、密着コイルバネ２５（管状体２０）の先端部を平板２１
の先端側に支持する。
【００４９】
　また、例えば、図７に示すように、口金５１の内周面には、中心軸方向に延在する複数
の微細な突条５１ｃが形成されている。この突条５１ｃには密着コイルバネ２５内を挿通
するチューブ２６の外周面が圧接され、これにより、チューブ２６の先端部２６ｂは、密
着コイルバネ２５（及び、平板２１）に対して回転不能に支持されている。すなわち、内
周面に突条５１ｃを有することにより、口金５１は、平板２１に対して管状体２０（チュ
ーブ２６）の相対回転を不能とする回転防止機構としての機能を実現する。
【００５０】
　ここで、チューブ２６の先端部２６ｂは、例えば、略”Ｓ”字状に曲げ形成されている
。そして、例えば、図８に示すように、チューブ２６は、密着コイルバネ２５から突出す
る先端部２６ｂが平板２１から離間方向に屈曲するよう中心軸周りの位置決めがなされた
状態で、密着コイルバネ２５内に挿通されている。これにより、密着コイルバネ２５から
突出されたチューブ２６の先端部２６ｂは、平板２１に対して相対的に起上される。
【００５１】
　この場合において、先端部２６ｂの起上角度は、当該先端部２６ｂの突出量に応じて可
変となっている。すなわち、上述の第１の実施形態で説明した通り、チューブ２６の硬度
は密着コイルバネ２５の硬度よりも低く設定されているため、チューブ２６の先端部２６
ｂは、密着コイルバネ２５から突出している領域のみ起上に寄与する。従って、例えば、
図８に示すように、チューブ２６の手元側（ストッパ２６ａよりも先端側）に、この突出
量（挿入量）と起上角度との関係を示す目盛２６ｃを予め記しておけば、ユーザ等は被検
体内（直管３０内等）への挿入後においても、密着コイルバネ２５に対するチューブ２６
の進退移動量に基づいて、先端部２６ｂの起上角度を容易に制御することが可能となる。
【００５２】
　そして、例えば、図９に示すように、このように起上されたチューブ２６の先端部２６
ｂを介して内視鏡１０の先端部１５ａを突出させることにより、内視鏡１０の先端部１５
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ａを平板２１に対して起上させることができる。これにより、内視鏡１０の先端部１５ａ
を直管３０内の中央に位置させる、所謂、センタリング機能等を実現することができる。
【００５３】
　また、このようにチューブ２６の先端部２６ｂを通じて内視鏡１０の先端部１５ａを所
定の起上角度にガイドすることが可能であるため、平板２１上の口金５１よりも先端側の
領域を起上方向に湾曲させても十分な視界を確保することができる。そして、このように
平板２１の先端側に湾曲部５４を形成することにより、直管３０内に微小な突起や継ぎ目
等の障害物等が存在する場合にも、平板２１の良好な直進性を実現することができる。加
えて、このような湾曲部５４は、管状体２０の内部に対する泥よけとしても機能させるこ
とができる。さらに、チューブ２６の先端部２６ｂもＳ字状に湾曲されることによって平
板２１に対して起上されているので、管状体２０の内部に対する泥よけ機能をより向上さ
せることができる。
【００５４】
　ここで、例えば、図１０に示す第１変形例のように、平板２１の先端に形成した湾曲部
５４の略中央に、チューブ２６に対応するスリット５４ａを設けることも可能である。こ
のように構成すれば、湾曲部５４による平板２１の直進性能等を維持しつつ、チューブ２
６の先端部２６ｂによる起上角度が小さい場合にも内視鏡１０の先端部１５ａの視界を確
保することができる。
【００５５】
　また、例えば、図１１に示す第２変形例のように、平板２１上に複数（例えば、３本）
の管状体５５を並列に配置し、その先端側を平板２１の先端側に対して固定部材５６を介
して一体的に固定することによって、ガイド装置５０を構成することも可能である。この
場合、例えば、各管状体５５を相互に連結すれば、密着コイルバネを省略した場合にも平
板２１の幅方向に対する各管状体５５の撓み等を抑制することができ、優れた直進性を実
現することが可能となる。
【００５６】
　なお、３本の管状体５５を用いた本変形例では、例えば、一の管状体５５の内部に直視
型内視鏡を挿通することに加え、他の管状体５５の内部に側視型内視鏡及び異物除去用の
鉗子をそれぞれ挿通することにより、直管３０の内部の観察等に加え、異物除去作業等を
好適に実現することが可能である。
【００５７】
　また、例えば、図１２に示す第３変形例のように、適用する直管３０の管径が予め定め
られている場合等においては、平板２１の先端側に形成する湾曲部５７を、直管３０の中
心に略対応する位置に予め一致させて形成することが可能である。そして、この湾曲部５
７の先端部を貫通する口金５７ａを設け、この口金５７ａにチューブ２６の先端を連結す
れば、チューブ２６の先端部２６ｂを曲げ形成することなく、内視鏡１０の先端部１５ａ
を直管３０の略中央まで起上させることができる。
【００５８】
　さらに、例えば、図１３に示す第４変形例のように、適用する直管３０の管径が予め定
められている場合等においては、平板２１の先端側に形成する湾曲部５８を、直管３０の
直径に略対応する側面視略”Ｕ”字状に形成することが可能である。そして、この湾曲部
５８の略中央部を貫通する口金５８ａを設け、この口金５８ａにチューブ２６の先端を連
結すれば、チューブ２６の先端部２６ｂを曲げ形成することなく、内視鏡１０の先端部１
５ａを直管３０の略中央まで精度良く起上させることができる。すなわち、平板２１の先
端側に直管３０の直径に略対応するＵ字状の湾曲部５８を形成することにより、口金５８
ａを直管３０の略中央部に位置決めするセンタリング部材としての機能を実現することが
できる。
【００５９】
　また、例えば、図１４に示す第５変形例のように、平板２１の先端を貫通する口金５９
を設けるとともに、口金５９にチューブ２６の先端を連結することにより、内視鏡１０の
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先端部１５ａを起上させるための牽引機構を構成することも可能である。この場合、ユー
ザ等によるチューブ２６の牽引量に応じて平板２１の先端側が起上されることにより、併
せてチューブ２６の起上角度を調整することができる。
【００６０】
　その際、例えば、図１５に示す第６変形例のように、密着コイルバネ２５先端の口金５
１に、チューブ２６の進退移動を規制する周知の固定ネジ機構６０を設け、チューブ２６
を所望の牽引位置に保持することで当該チューブ２６の起上角度を所望の角度に保持する
ことも可能である。
【００６１】
　また、例えば、図１６（ａ），（ｂ）に示す第７変形例のように、平板２１の先端に平
行な口金６５を設け、この口金６５にチューブ２６を挿通させた構成において、平板２１
の基部側から管状体２０に沿って平板２１の面上を延在する牽引部材６６を設け、当該牽
引部材６６の先端側の中途を平板２１の先端側の中途に固設したガット６７に挿通すると
ともに、牽引部材６６の先端側を平板２１の先端側に固設することにより、内視鏡１０の
先端部１５ａを起上させるための牽引機構を構成することも可能である。この場合、ユー
ザ等による牽引部材６６の牽引量に応じて平板２１の先端側が起上されることにより、併
せてチューブ２６の起上角度を調整することができる。なお、図１６には、密着コイルバ
ネを省略した構成の管状体２０が図示されている。
【００６２】
　その際、例えば、図１７（ａ），（ｂ）に示す第８変形例のように、平板２１の先端部
に反起上方向に湾曲する湾曲部７０を形成すれば、起上させた際のチューブ２６の指向方
向を、進退方向（直管３０の中心軸方向）と略一致させることができる。
【００６３】
　また、例えば、図１８に示す第９変形例のように、内視鏡１０の先端部１５ａを起上さ
せるための機構を、管状体２０とは別体で構成することも可能である。この変形例は、例
えば、管状体２０とは別体の角チューブからなるアダプタ７２を、平板２１の先端に固定
部材７３を介して固定し、当該アダプタ７２を起上方向に湾曲させたものである。このよ
うに構成すれば、アダプタ７２を適宜交換することにより、任意の起上角度を容易に実現
することが可能となる。なお、図１８には、チューブを省略した構成の管状体２０が図示
されている。
【００６４】
　また、例えば、図１９に示す第１０変形例のように、管状体２０の先端（例えば、チュ
ーブ２６の先端部２６ｂの先端）にセンタリングデバイス７５を設けることも可能である
。具体的に説明すると、本変形例において、チューブ２６の先端部２６ｂは、略Ｓ字状に
曲げられて配管３０の略中心に位置するよう配置されている。また、チューブ２６の先端
部２６ｂには、当該先端部２６ｂを配管３０内の中心に位置決めするためのセンタリング
デバイス７５が設けられている。センタリングデバイス７５は、例えば、先端部２６ｂの
先端に固設される口金７５ａと、この口金７５ａの外周部から放射状に延在する複数本の
弾性体７５ｂとを有する。各弾性体７５ｂは、例えば、互いに等しい長さのバネ板部材で
構成され、これらは口金７５ａの外周面上において互いに等しい角度位置毎に配設されて
いる。この場合において、無負荷状態における各弾性体７５ｂの先端を連結して形成され
る仮想円の直径φｄは、使用される直管３０の内径φＤ（図２０参照）よりも大きく設定
されている。このような構成のセンタリングデバイス７５は、例えば、図２０に示すよう
に、直管３０の開口部３０ａからの挿入時には、各弾性体７５ｂを湾曲させることにより
、直管３０内に容易に挿入することが可能となっている。そして、直管３０内への挿入後
は、各弾性体７５ｂが相互に等しい付勢力によって直管３０の内壁に弾性的に押し当てら
れる。これにより、センタリングデバイス７５は、チューブ２６の先端部２６ｂを配管３
０の中心部に位置決めするためのセンタリング機能を実現することが可能となる。
【００６５】
　なお、本発明は、上述の各実施形態、及び、その変形例に限定されるものではなく、発
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明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形可能である。この場合において、上述の各実施形態
、及び、各変形例の構成を適宜組み合わせても良いことは勿論である。すなわち、本発明
は、平板上に配設される管状体として、例えば、密着コイルバネ単体からなる管状体、チ
ューブ単体からなる管状体、或いは、密着コイルバネの内側にチューブが挿通された二重
構造の管状体等の何れの構成についても採用することが可能である。また、平板の先端側
に管状体の先端部を位置決めして支持する構成としては、例えば、平板に対して密着コイ
ルバネの先端部のみを支持する構成、平板に対してチューブの先端部のみを支持する構成
、或いは、平板に対して密着コイルバネ及びチューブの各先端部をそれぞれ支持する構成
等の何れの構成についても採用することが可能である。
【符号の説明】
【００６６】
　１…内視鏡システム、２…内視鏡装置、３…ガイド装置、１０…内視鏡、１１…本体装
置、１５…挿入部、１５ａ…先端部、１５ｂ…観察窓、１５ｃ…照明窓、１６…操作部、
１６ａ…ハンドル部、１６ｂ…湾曲操作レバー、１６ｃ…スイッチ、１７…ユニバーサル
コード、１８…制御ボックス、１８ａ…入力部、１９…モニタ、１９ａ…表示画面、２０
…管状体、２１…平板、２１ａ…口金、２１ｂ…雄ネジ部、２１ｃ…貫通孔、２１ｄ…蓋
体、２２…送出部材、２２…口金２２、２２…送出部材、２２ａ…貫通孔、２２ｂ…スリ
ット、２５…密着コイルバネ、２５ａ…コイル先端口金、２５ｂ…雌ネジ部、２６…チュ
ーブ、２６ａ…ストッパ、２６ｂ…先端部、２６ｃ…目盛、３０…直管、３０ａ…開口部
、３５…サイドガイド、３６…雌口金、３７…雄口金、３８…開閉板、３９…弾性体、４
０…固定部、５０…内視鏡ガイド装置、５１…口金、５１ａ…フック、５１ｂ…係止爪、
５１ｃ…突条、５２ａ…係止穴、５２ｂ…係止爪穴、５４…湾曲部、５４ａ…スリット、
５５…管状体、５６…固定部材、５７…湾曲部、５７ａ…口金、５８…湾曲部、５８ａ…
口金、５９…口金、６０…固定ネジ機構、６５…口金、６６…牽引部材、６７…ガット、
７０…湾曲部、７２…アダプタ、７３…固定部材、７５…センタリングデバイス、７５ａ
…口金、７５ｂ…弾性体



(12) JP 2012-14130 A 2012.1.19

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 2012-14130 A 2012.1.19

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 2012-14130 A 2012.1.19

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(15) JP 2012-14130 A 2012.1.19

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(16) JP 2012-14130 A 2012.1.19

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



专利名称(译) 内窥镜导向装置

公开(公告)号 JP2012014130A 公开(公告)日 2012-01-19

申请号 JP2010153463 申请日 2010-07-05

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 平田康夫

发明人 平田 康夫

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 G02B23/24.A A61B1/00.320.Z A61B1/01 A61B1/01.511

F-TERM分类号 2H040/AA04 2H040/BA21 2H040/DA03 2H040/DA15 2H040/DA54 2H040/DA55 4C061/AA29 4C061
/DD03 4C061/GG22 4C161/AA29 4C161/DD03 4C161/GG22

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP5513284B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜引导装置，即使对于插入长度较长的被检
体，也能够以适当的状态将内窥镜的前端部引导至目标部位而不会损害
笔直性。 挠性管状体（20）的远端，通过其可将内窥镜（10）的插入部
分（15）定位并支撑在带状平板（21）的远端侧，并且管状体（20）由
输送构件压平。 它与直管（主体）的内部一体地发出，同时附着在21的
表面上。 结果，即使对于具有长插入长度的直管，内窥镜10的远端部
15a也可以在适当的状态下被引导至目标部位而不损害直线度。 [选择图]
图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5e44ef5c-1f76-4004-a76f-582f39a82999
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/045600578/publication/JP2012014130A?q=JP2012014130A

